
使途は、森里川海協議会で議論し、 
負担する国民の意見を幅広く反映
するとともに、透明性を確保 

森・里 

つながり確保 

国、自治体、企業、住民・NPO 
による幅広い取組を通じて、 

自然の恵みを引き出す 

自然の恵みを享受している国民一人ひとりが少額ずつ負担 
(自然へのおさい銭・次世代への貯金) 

国民・地域からのボトムアップの取組で社会の在り方を変革する新たな仕組みを導入 
⇒自然の劣化を引き起こす社会から、自然を豊かに再生し恵みを引き出す社会に転換

川・海 

森里川海協議会で議論 

具体的な取組アイデア －実現に向けた仕組み－ 



実現する仕組みのイメージ図 




